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         奈良の丘だより  
 

                               横浜市立奈良の丘小学校 

学 校 教 育 目 標        ２月号 

笑顔いっぱい チャレンジいっぱい  奈良の丘 

               ○自ら考え、進んで行動する子を育てます 

             ○互いに認め合い、高め合う子を育てます 

              ○たくましく、共に生きる子を育てます     

                     http://www-local.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/naranooka/ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「安心して学校生活を送るために！」Ｐａｒｔ２   副校長 和内 昭子 

１１月号で「横浜子ども会議」での様子を紹介しました。子どもたちのために、大人の私たちができる

こと「優しい環境作り」を目指して学校で取り組んでいる一例を紹介します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

右上の場面は、子どもたちの日常生活の中では、よくある出来事です。Ａさんの場合は、「なにするの。

わりこまないでよ」というよりは、「やめて」「だめだよ」と言う言い方をよく耳にします。言われた子

は「やめて」と言われると「なんで」と言い返したくなりトラブルになります。それは、（ちゃんと並ん

でいるのに。）と自分の思いがあるからです。そこで、B さんのわたしメッセージ｢困るな｣｢悲しいな｣で

伝えてみると割り込んだ子も「どうしたの？」と声をかけたくなり、相手の気持ちに気づきやすくなるの

です。学校生活の中では、「あなたメッセージ」の言葉が多く使われています。「わたしメッセージ」を

使うことはなかなか難しいようです。これは、大人社会でも同じですね。私たち大人も同じ人間。嬉しい

ときは､嬉しい、悲しいときは悲しい。大人が、「わたしメッセージ」で対話し、心をつなぐ話し方で｢優

しい環境つくり｣の子どもたちのお手本となり、日本の社会を温かな言葉で溢れるようにしたいです。 

更新中 

 

右の資料は、横浜市

教育委員会が児童生徒

向けに作成した｢見つ

め､気づき、変わる｣（３

年生～６年生用）の中の

｢心をつなぐ｣について

考える学習資料です。 

ここでは、言葉の｢つ

なぐ言葉｣｢切る言葉｣

について考えます。 

｢つなぐ言葉｣は人と

人とをつなぐ、自分と

友だちをつなぐ、なん

だか嬉しくなったり､

ホッとしたりする言葉

です。反対に｢切る言

葉｣は、人と人とのつな

がりを切り、言われる

と悲しくなったり､嫌

な気持ちになったりす

る言葉です。子どもた

ちは､どんな言葉があ

るか色々考え確かめあ

いました。 


